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新年あけましておめでとうございます。 

昨年中は、新型コロナウイルスの感染防止対策を講じながら川崎市聴覚障害者情報文化センターの事業に積極

的なご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

昨年は、感染対策を講じながらこれまでに行ってきた事業を継続実施してきました。新型コロナウイルス感染

症の拡大前に比べて、事業内容等に応じてＩＣＴを積極的に活用するという状況になってきております。新型コ

ロナウイルス感染症の拡大の時期に、当センター職員自身が必要に迫られてＩＣＴの円滑な活用に四苦八苦して

いたことが思い出されます。いずれ新型コロナウイルス感染症が終息するときがきますが、そのような状況にな

ったとしても、ＩＣＴを積極的に活用するというスタイルは変わらないものと思われます。当センターとしては、

対面での対応を大切にしつつ、状況によってはＩＣＴを積極的に活用するという２つのアプローチを効果的に併

用していくことになると思います。 

 当センターのＩＣＴ活用については発展途上でありますが、今年も引き続き「ＩＣＴ」をキーワードとした取

り組みを着実に進歩していけるよう努めて参りますので、みなさまのご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

 末筆ながら、新型コロナウイルス感染症の終息を願うとともに、みなさまの 

ご多幸とご健康を祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。 

施設長 尾上秀夫      

１０月に、今年度２回目の補聴器とコミュニケーションの講座について、当センターを会場に開催しました。

初めて会場参集・Ｚｏｏｍ視聴のハイブリッド形式で実施しました。普段使いなれている会場ならではの試みで

す。 

また、今回電話での受付を取りやめたところ、大変申し込みが減り、反省点です。連絡手段として電話が一番

気やすく使われていること、メール、ファックス、郵便などの方法は、少しハードルが高いことがわかりました。

申し込まれた方は会場１２名、Ｚｏｏｍ３名でした。情報保障は手書きのＯＨＣを、Ｚｏｏｍと接続して利用し

ました。 

補聴器講座の講師は、一般社団法人全日本難聴者・中途失聴者団体連合会の情報文化部長の小川光彦氏です。

中途失聴・難聴者のよくあるギモン？！の３つ「難聴者、どこにいるの？」「手話を覚えたらいいんじゃないの？」

「補聴器をつければ聞こえるのでは？」を講義のきっかけにお話を進めていただきました。参加者から出された

質問に加え、よくある質問にも答えていただき、補聴器についての理解が深まりました。 

後半は特定非営利活動法人川崎市中途失聴・難聴者協会のスタッフに

よる、体験談、読話・手話の体験、要約筆記の必要性、団体活動紹介です。   

Ｚｏｏｍでの参加者を意識しながらの講座進行は、いつもと違い難し

かったですが、今後に活かしたいと思います。 

全４回参加の方に渡される「修了証」は１０名の方に手渡されました。 
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１０月２５日（火）、第３回聴覚障害者福祉講座を実施しました。この聴覚障害者福祉講座は、手話サークルの

育成を目的としており、年４回開催しています。今回は、一般社団法人神奈川県聴覚障害者連盟理事長の河原雅

浩氏をお迎えし、『「神奈川県手話言語条例」について学ぼう！』というテーマで行いました。新型コロナウイル

ス感染拡大予防のため、ＹｏｕＴｕｂｅでの配信とし、２７名の方にご視聴いただきました。 

河原氏からは、条例を制定した理由やその背景、手話言語法（仮称）や神奈川県手話推進計画との関係を分か

りやすくお話いただきました。今年度は、条例の見直し作業が行われているとのこと、どのように改正されるか

注視していきたいですね。 

次回の聴覚障害者福祉講座は下記の通りです。ＹｏｕＴｕｂｅでの配信を予定しております。日が近くなりま

したら、ＵＲＬを載せたチラシを当センターＨＰに掲載するなどしますのでご確認ください。 

●２月２日（木）１３：３０～１５：３０  

「ろう高齢者ミニデイサービスななのわ」について知ろう！ 

講師：特定非営利活動法人川崎市ろう者協会福祉対策部ななのわスタッフ数名 

 

１１月２３日（水・祝）川崎市国際交流センターにおいて「ＵＤトークについて知ろう！」の企画を実施しま

した。 

筑波技術大学の先生方を講師に、「音とは何か」から始まり、発声と聞き取りの仕組みについて、声紋や音素な

ど専門的な知識について、わかりやすく説明をしていただいた後、音声認識について学びました。 

この企画は、現在中途失聴・難聴者や要約筆記者と当センターとで、音声認識を利用した情報保障の検討を進

めている中でまずは音声認識について、みんなで知ろうという企画でした。音声認識の精度を高めるための機器

や、工夫なども説明があり、また音声認識から字幕作成の手段にもいろいろあることがわかりました。 

１２月１３日（火）、第３回ＩＣＴ講座を実施しました。今回のテーマは「インターネット被害の知識を深めよ

う！」皆さんからの不安や疑問の声が多いこのテーマについて、特定非営利活動法人ＮＰＯ情報セキュリティフ

ォーラムの廣瀬由美氏をお招きしてお話いただきました。参加者は１５人。専用のソフトでインターネット詐欺

また実際のデモでは、早口なのに、ほとんど認識されていることに

驚きました。日常的に使われていない語句は、認識されにくいことも

わかりました。 

今回の学びを、今後の検討に役立てていきたいと思います。これか

らも関連した企画を行う予定ですので、たくさんの参加をお待ちして

います。 

を体験しながら、実例と対処について学びました。「便利さと怖さ」の

両面を持つインターネット。目的を持って使うことで、被害が避けられ

ることがわかりました。 

次回のＩＣＴ講座は２月４日（土）１４：００～、当センターで開催

します。１年間のまとめとして、色々なサービスを体験できる場を準備

する予定です。みなさまのご参加をお待ちしております。 
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川崎市職員を対象とした研修を１１月８日（火）に実施しました。福祉関係に限らず、あらゆる部署から２３

名の方が申し込まれました。聴覚障害のある市民と接したことがある職員も、ない職員もおられました。 

当センターの職員がそれぞれ担当し「ろう者・難聴者について」「聞こえない体験」「センター見学」「手話通訳

と要約筆記について」「遠隔機器コミュニケーション支援事業デモ」と盛りだくさんの内容で行いました。 

話題になっているドラマの話も出て、手話や音声認識などへの興味を持つ方が増えていることも実感しまし

１１月１１日（金）株式会社プラスヴォイスの坂井氏を講師にお招きし、手話通訳者現任研修を実施しました。 

今回のテーマは「遠隔手話通訳について」。川崎市では令和２年度から遠隔手話通訳を開始しています。 

研修会では、川崎市で導入しているシステムの基本的な特徴、対応前の準備から通訳中の注意点などお聞きし

たあと、デモンストレーションを行いました。すでに遠隔通訳を担当していただいている方も大勢いますが、今

回通訳場面をみなさんと一緒に検証することができ、今後通訳者の自宅で遠隔通訳を行う際に気をつけなければ

いけないことなどを学ぶことができたと思います。 

今年度初の参集研修。平日夜間帯の開催ということで、オンラインであれば参加可能な登録者もいます。今後

の研修会開催方法については、より大勢の登録者が出席できる形を考えていきたいと思います。みなさん、おつ

かれさまでした。 

 

１２月３日（土）、「令和４（２０２２）年度手話通訳者全国統一試験」を実施しました。今年度は１１名の方

が受験されました。受験されたみなさん、試験当日まで、実技試験対策や筆記試験の勉強、本当におつかれさま

でした。試験結果は３月頃郵送にて発表予定です。 

 

１２月１４日（水）「遠隔要約筆記実例報告会」をテーマに要約筆記者現任研修を実施しました。これまでの遠

隔要約筆記では、当事者団体・当センター・企業・行政等が会場参加とＺｏｏｍを併用したハイブリッド形式で

の会議やイベントを行う際にパソコン要約筆記がつくのみでした。 

令和４年度の新たな試みとして当センターでは「遠隔手書き要約筆記（手書きＯＨＣの画面を会場とＺｏｏｍ

に投影）」と個人派遣における「遠隔ＰＣノートテイク」を実施しました。その経過や方法を登録要約筆記者のみ

なさんとオブザーバー参加のＮＰＯ法人川崎市中途失聴・難聴者協会のみなさんに報告し、情報共有しました。

実際の写真や実際に使用したモバイル型ＯＨＣをご覧いただきましたが、熱心にお聞きいただき、質問や情報提

供もありました。コロナが終息しても、遠隔技術を用いた会議やイベント等は実施されていくと思います。 

今後も中途失聴・難聴者のみなさんが不利益とならないよう情報収集に努めて、要約筆記派遣事業を発展させ

ていきたいと決意を新たにしました。みなさん、おつかれさまでした。 

 

                                                                 

た。 

「ろう者と難聴者の違いなど、気づいていなかったことがわかった」「手話が日本語とは違う言

語であることを知った」「これからの仕事がやりやすくなる」などの感想が寄せられました。 

市職員のほんの一部の方々でしたが、職場に戻って研修で得られた知識を周りの方々に広めて

いただけたらなと思います。 
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＜休館日のお知らせ＞  

休館日は毎週月曜日と祝祭日です。月曜日が祝祭日の 

場合は、翌日の火曜日も休みとなります。（ 休館日） 

 

 

 

 

★ こちらもご活用ください ★ 

 

ホームページ 

http://www.joubun.net/ 

Twitter(ツ イ ッ タ ー)  

https://twitter.com/DKawasakiJoubun 

公式LINE ID  
＠３６１ｋｎｕｒｏ 

 

 
左の QR コードを

読み取ると友だち

追加ができます 

２０２３年２月 

日 月 火 水 木 金 土 

   1  2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 １8 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28     

※２月１９日 全国統一要約筆記者認定試験（休館） 

 
２０２３年３月 

日 月 火 水 木 金 土 

   1  2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31  

 

順位 ジャンル別 本数 

1位 センター制作分 46本 

2位 手話学習 31本 

3位 教育・教材 8本 

4位 映画・ドラマ 2本 

 

 10月 11月 12月 合計 

来所者数 1,290 1,108 835 3,233 
ビデオ 
貸出数 

43 23 24 90 

 

ビデオ通信 84 
 

●貸出ベスト５                  

（２０２２年10月１日から12月３1日現在）    

 

 

 

 
 
 

 

 

●データ紹介 

２０２３年４月 

日 月 火 水 木 金 土 

       1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30       

 

 

２０２３年１月 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４  ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ 1４ 

1５ 1６ 1７ 1８ 1９ ２０ ２１ 

２２ ２３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 

2９ ３０ ３１     

※１月８日 全館清掃（休館） 


